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香川県人口移動調査結果(令和元年分)の概要 

～令和元年中の人口増減は 6,031 人の減で、20 年連続の減少～ 

～６５歳以上の割合は 31.8％で過去最高を更新～ 

１．人口移動 

香川県が毎月実施している香川県人口移動調査の令和元年(平成 31 年 1 月～令和元年 12 月)分をとりまと

めた調査結果です。 

(1) 本県の人口増減

6,031 人減少(人口増減率△6.3‰)  (図 1)(表 1)(表 3) 

平成 12 年から 20年連続の減少（減少幅は前年に比べ 162 人拡大） 

【内訳】 自然増減：5,492 人減少  社会増減：  539 人減少 

＊人口増減率：令和元年中の人口増減数/令和元年 10月 1日現在人口(956,069)×1,000(単位パーミル（‰）＝千分率) 

○ 自然増減：5,492 人減少(自然増減率△5.7‰) (図 2)(表 1)(表 3) 

平成 15年から 17年連続の減少（減少幅は前年に比べ278 人拡大） 

【内訳】出生： 6,681 人（前年比 293 人減少、12年連続で過去最低を更新） 

死亡：12,173 人（前年比 15人減少） 

＊自然増減率：令和元年中の自然増減数/令和元年 10月 1日現在人口(956,069)×1,000(単位パーミル（‰）＝千分率) 

○ 社会増減：539 人減少 (社会増減率△0.6‰) (図 3)(表 1)(表 3)

平成 28年から 4年連続の減少（減少幅は前年に比べ 116 人縮小）

【内訳】転入：34,798 人（前年比 475 人増加） 

転出：35,337 人（前年比 359 人増加） 

＊社会増減率：令和元年中の社会増減数/令和元年 10月 1日現在人口(956,069)×1,000(単位パーミル（‰）＝千分率) 

※県外社会増減：774 人減少 (図 4)(表 1)(表 2) (表 3)

平成 28年から 4年連続の減少（減少幅は前年に比べ181 人縮小）

【内訳】県外から転入：22,026 人（前年比 370 人増加） 

 県外への転出：22,800 人（前年比 189 人増加） 

＊社会増減と県外社会増減の違いについて 

社会増減の転入数及び転出数は、本県と他の都道府県との転入転出(県外移動)に、県内市町間の転入転出(県内移動）及び住所

地不明の転入転出を含む総数です。このため社会増減数と、県外移動のみの社会増減数(県外社会増減)は一致しません。 
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（一般社団法人　全国訪問看護事業協会より）
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専門分野 人数

　基礎看護学 26

　基礎医科学 4

　成人看護学 36

　急性期成人看護学 4

　慢性期成人看護学 3

　小児看護学 29

　母性看護学 25

　老年・精神看護学 13

　老年看護学 1

　地域看護学 37

　在宅看護学 3

　精神看護学 3

合計 184

専門分野別修了生数
（H14年度～R2年度）
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学校
修士
在学中

最終学位
修士

博士後期
在学中

学位博士 全教員数

A大学 2 8 2 15 26

B大学 0 14 不明 15 29

C専門学校 0 3 0 0 8

D専門学校 0 4 1 0 14

E専門学校 1 6 0 0 25

F専門学校 2 5 0 0 18

合計 5 40 3 30 120

複数回答

約40名の教員が博士後期課程に進学する可能性がある

（情報提供のあった学校のみ 2019年10月現在）

6

香川県内における看護教員学位取得状況
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